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■問
環
境
保
全
課
（
7
６
５
‐
６
５
１
３
）

「
長
浜
市
エ
コ
ス
ク
ー
ル
チ
ャ
レ
ン
ジ
コ
ン
テ
ス
ト
」

最
優
秀
・
優
秀
校
が
決
定
し
ま
し
た

市
内
の
小
・
中
学
校
が
取
り
組
む
様
々
な

環
境
保
全
活
動
を
評
価
し
、
紹
介
す
る
こ
と

で
、
市
民
一
人
ひ
と
り
の
環
境
保
全
に
対
す

る
意
識
向
上
を
図
ろ
う
と
、「
長
浜
市
エ
コ

ス
ク
ー
ル
チ
ャ
レ
ン
ジ
コ
ン
テ
ス
ト
」
を
実

施
し
ま
し
た
。

平
成
26
年
度
は
、
小
学
校
20
校
、
中
学
校

６
校
か
ら
応
募
が
あ
り
、
生
徒
の
主
体
性
や

地
域
と
の
関
わ
り
、
創
意
工
夫
、
環
境
へ
の

効
果
な
ど
を
審
査
し
、
次
の
３
校
が
入
賞
し

ま
し
た
。

最
優
秀
賞
　
西
浅
井
中
学
校

地
域
の
宝
で
あ
る
山
門
水
源
の
森
の
環
境

保
全
活
動
に
学
校
全
体
で
取
り
組
ん
だ
ほ

か
、
生
徒
会
が
中
心
と
な
り
、
年
間
を
通
じ

て
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
キ
ャ
ッ
プ
や
書
き
損

じ
ハ
ガ
キ
、
段
ボ
ー
ル
な
ど
様
々
な
資
源
回

収
を
精
力
的
に
行
い
ま
し
た
。

さ
ら
に
は
、
昼
休
み
の
消
灯
に
よ
る
節
電

や
紙
の
リ
サ
イ
ク
ル
な
ど
、
積
極
的
な
省
エ

ネ
、
省
資
源
活
動
に
も
力
を
入
れ
、
多
岐
に

渡
る
活
動
の
多
く
が
一
過
性
で
は
な
く
、
継

続
的
に
実
施
さ
れ
て
い
る
点
を
高
く
評
価
し

ま
し
た
。

優
秀
賞
　
湯
田
小
学
校

水
生
生
物
や
ホ
タ
ル
調
査
、
グ
リ
ー
ン
カ

ー
テ
ン
の
設
置
や
観
察
、
ご
み
ゼ
ロ
の
環
境

美
化
活
動
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
る
エ
コ
活
動

を
実
施
。

な
か
で
も
、
び
わ
湖
に
焦
点
を
当
て
、
生

物
や
植
物
な
ど
に
つ
い
て
深
く
学
ん
だ
ほ

か
、
地
域
の
人
と
つ
く
り
あ
げ
る
「
湯
田
小

フ
ェ
ス
タ
」
に
お
い
て
、
琵
琶
湖
に
住
む
実

際
の
魚
の
展
示
や
琵
琶
湖
の
環
境
を
再
現
し

た
手
作
り
ビ
オ
ト
ー
プ
を
水
中
カ
メ
ラ
で
見

ら
れ
る
よ
う
に
し
た
り
、
湖
北
水
鳥
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
の
協
力
を
得
て
琵
琶
湖
の
魚
を
食
す

コ
ー
ナ
ー
を
設
け
る
な
ど
、
そ
の
魅
力
や
恵

み
を
地
域
に
発
信
す
る
取
組
が
特
に
創
意
・

工
夫
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
点
を
評
価
し
ま
し

た
。

優
秀
賞
　
田
根
小
学
校

「
地
域
の
人
か
ら
学
ぶ
」「
地
域
の
自
然

か
ら
学
ぶ
」「
地
域
に
は
た
ら
き
か
け
る
」

を
大
き
な
柱
と
し
て
活
動
。

「
地
域
の
人
か
ら
学
ぶ
」
で
は
、
花
作
り

や
野
菜
作
り
、
米
作
り
な
ど
を
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
か
ら
教
わ
る
過
程
で
、
働
く
こ
と
の

喜
び
や
命
の
尊
さ
、
自
然
の
大
切
さ
を
学

び
ま
し
た
。

「
地
域
の
自
然
か
ら
学
ぶ
」
で
は
、
西

池
で
ボ
ー
ト
に
乗
り
、
豊
か
な
自
然
に
親

し
む
と
と
も
に
、
生
態
系
や
美
し
い
景
観

な
ど
の
素
晴
ら
し
さ
を
再
発
見
。
地
域
の

自
然
は
、
み
ん
な
で
守
っ
て
い
く
こ
と
の

必
要
性
を
学
び
ま
し
た
。

ま
た
、「
地
域
に
は
た
ら
き
か
け
る
活

動
」
と
し
て
、
地
域
の
人
た
ち
と
の
清
掃

活
動
や
、
自
分
た
ち
で
育
て
た
花
で
学
校

や
地
域
に
花
を
咲
か
せ
る
「
花
い
っ
ぱ
い

活
動
」
を
行
う
な
ど
、
年
間
を
通
し
て

様
々
な
活
動
を
推
進
し
た
点
を
評
価
し
ま

し
た
。

▲山門水源の森環境保全活動の様子(西浅井中学校)

▲フェスタでのビオトープ観察(湯田小学校)

▲「花いっぱい活動」の様子(田根小学校)

市
で
は
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
利
活

用
し
た
活
動
で
、
公
益
の
増
進
に
寄
与
す
る

団
体
に
対
し
て
敬
意
を
表
す
る
と
と
も
に
、

そ
の
内
容
を
広
く
紹
介
す
る
こ
と
で
、
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
輪
（
絆
）
を
広
げ
よ
う

と
、「
長
浜
市
市
民
団
体
発
電
等
認
定
制
度
」

を
設
け
て
い
ま
す
。

こ
の
た
び
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普

及
促
進
や
地
域
の
防
災
対
策
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
の
活
性
化
等
に
貢
献
し
た
３
団
体
を
、

「
な
が
は
ま
絆
発
電
。」
に
認
定
し
ま
し
た
。

こ
う
し
た
素
晴
ら
し
い
活
動
が
、
市
内
全

域
に
広
が
る
よ
う
先
進
事
例
と
し
て
紹
介
し

ま
す
。

※
活
動
内
容
の
詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
掲
載
し
て
い
ま
す
。

公
共
施
設
の
管
理
運
営
を
行
う
指
定
管
理
者
を
選
定
す
る

た
め
の
市
民
委
員
を
、
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

【
募
集
人
数
】
２
人
（
応
募
多
数
の
場
合
は
選
考
に
よ
り
決
定
）

【
応
募
資
格
】
次
の
す
べ
て
を
満
た
す
人

①
市
内
在
住
ま
た
は
勤
務
す
る
18
歳
以
上
の
人
（
平
成
27
年

４
月
１
日
現
在
）

②
国
・
地
方
公
共
団
体
の
議
員
ま
た
は
常
勤
の
公
務
員
で
な

い
人

③
会
議
に
継
続
し
て
出
席
で
き
る
人

※
会
議
の
開
催
実
績
（
Ｈ
26
年
度
）

不
定
期
、
平
日
の
日
中

【
任
　
　
期
】
委
嘱
の
日
〜
平
成
28
年
３
月
31
日

【
募
集
期
間
】
４
月
15
日
（
水
）
〜
５
月
１
日
（
金
）

【
応
募
方
法
】

所
定
の
応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
郵
送
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
ま
た
は
直
接
の
い
ず
れ
か
で
左
記
ま
で
。

■問
環
境
保
全
課
（
7
６
５
‐
６
５
１
３
）

「
な
が
は
ま
絆
発
電
。」
３
団
体
を
認
定
し
ま
し
た

■問
行
政
経
営
改
革
課
（
7
６
５
‐
６
７
０
２
）

指
定
管
理
者
選
定
委
員
を

募
集
し
ま
す

特
定
非
営
利
活
動
法
人
愛
光
園

太
陽
光
発
電
　
６
・
０
０
kW

太
陽
光
か
ら
生
み
出
さ
れ
た
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
活
用
し
、
草
花
の
プ
ラ
ン
タ
ー

を
公
共
施
設
等
に
設
置
す
る
な
ど
、
広

く
緑
化
保
全
活
動
に
努
め
て
い
る
。
ま

た
、
太
陽
光
発
電
の
啓
発
パ
ネ
ル
の
設

置
に
よ
り
、
再
エ
ネ
の
普
及
促
進
に
貢

献
し
て
い
る
。

香
花
寺
町
自
治
会

太
陽
光
発
電
　
５
・
６
０
kW

＋
　
　
　

蓄
　
電
　
池

災
害
時
に
は
、
地
域
住
民
の
一
時
避
難
所
と
な
る
自
治
会
館
の
防

災
機
能
向
上
に
努
め
る
と
と
も
に
、
こ
の
設
備
を
活
用
し
て
さ
ら
な

る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

今
川
町
自
治
会

太
陽
光
発
電
　
９
・
７
６
kW

＋

蓄
　
電
　
池

▲認定プレート

応
募
先

行
政
経
営
改
革
課
〈
西
館
４
階
〉

〒
５
２
６
‐
８
５
０
１
　
八
幡
東
町
６
３
２

5
６
３
‐
４
１
１
１

gyo
u
kaku

@
city.n

agah
am
a.lg.jp

※
応
募
用
紙
は
担
当
課
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
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